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研  究  分  野 研究内容のキーワード 

1. Active learning 

2. Technology in the classroom 
3. Self-access learning centres 

Active learning, student-centered learning, 

tablet devices, self-access, presentations 

 

研  究  課  題 

1. Language study through active learning 

2. Digitizing language learning  
3. Use of portable technologies as student resources 

 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【メディア英語I & II】 
Googleアプリケーション（Gmail、Documents、Sheets、Slides、Formsなど）の使い方の学習教材を増やし、

習熟度を向上させました。学生向けのセルフアクセストレーニングプログラムを充実させました。Canva や

Keynoteなどのアプリケーションを使用したグラフィックデザインの指導も実施しました。 

授業科目名【英語プレゼンテーションI & II】 
PowerPoint、Keynote、Canva などのアプリケーションの習熟度を向上させるための活動を追加し続けまし

た。また、コンテンツと配信を向上させるために、リサーチとライティングのスキルアップにも力を入れまし

た。最後に、「エリアスタディ」「地域プロジェクト」「英語ディスカッション」など、他の科目で学んだスキル

の統合を図りました。 

担  当  授  業  科  目 

 English Extension I 

 English Extension II 

 English Extension III 

 English Extension IV 

 専門演習 

 卒業研究 

 

 前期 

o メディア英語I 

o 英語コミュニケーションI 

o 英語プレゼンテーションI (2A & 2B) 

o 英語プロジェクトI 

 

 後期 

o 英語プロジェクトⅡ 

o メディア英語II 

o 英語プレゼンテーションII (2A & 2B) 
o 地域プロジェクト 



授業科目名【地域プロジェクト】 
観光文化学科とのコラボレーションは今年が初めてでした。門司港でのフィールドワーク、SDGs についての

学習、「Motena-SEA」プロジェクトのアイデア出しなどを行うことができました。 

授業科目名【English Extension I, II, III, IV】 
４学年それぞれを対象にしたエクステンション活動を作成した。国内外から講師を招き、英語講演会を 16 回

開催（https://seinan-jo.com/english/lectures/）した。 

授業科目名【専門演習I, II】 
今年はゼミの授業でPBL（Project-Based Learning）にすごく力を入れました。タンガ・マーケットとのコラ

ボレーションを成功させ、Hakko Japanのイベントで募金を募ることができました。 

 

 

２０２２ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 

 
 
 
 
 

    

（学術論文） 

 
 
 
 
 

    

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 

全国語学教育学会 

 

 

 

 

CALICO (コンピュータ支援言語

教育コンソーシアム) 

Moodlemoot 

JASAL (Japan Association for 

Self-Access Learning) 

Online Teaching Japan 

会員 

第48全国語学教育学会 大会研究発

表記録集編集長 

Website 編集委員 

JALT北九州支部長 

会員 

 

会員 

会員 

１９９６年～現在に至る 

２０２１年１１月 

 

２０１０年５月〜現在に至る 

２０２３年１月〜現在に至る 

２００５年５月～現在に至る 

 

２０２０年１月～現在に至る 

２０１５年７月～現在に至る 

 



２０２２ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（翻訳） 

 
 
 
 
 

    

（学会発表） 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 
交付決定額 
（単位：円） 

    

 
 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 
（単位：円） 

備   考 

    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 
（内    容） 

役 職 名 等 
任     期 
期  間  等 

梅光学院大学ＥＳＳスピーチ・ 

コンテスト 

 

西南学院大学ＥＳＳスピーチ・ 

コンテスト 

 

キャンベル杯ディベート＆ 

スピーチ・コンテスト 

ESS Contest審査員 

 

 

ESS Contest審査員 

 

 

西南女学院高等学校ディベ

ート＆スピーチ・コンテス

ト審査員 

2022年6月 

 

 

2022年11月 

 

 
2023年3月 



 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

 英語学科長 

 情報システム管理運用委員会 

o 英語学科の担当し、2021年度副委員長となる。 

 English Lectures（ZION CUPスピーチ・コンテストを含む）, Movie Month, Extension Activities, 

Halloween Event, Christmas Intensive, 卒論のポスターセッションの運営担当を行った。 

 英語学科ウェブサイトの管理 

o 英語学科のウェブサイト情報をアップデイトするための委員会の責任者。 

o Moodleサイトを使ったオンライン学習の管理とトレーニング。 

 


